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各
地
区
の
共
通
事
項

（
要
望
事
項
）

道
路
の
補
修
や
舗
装
等
に
つ
い
て

（
検
討
結
果
）
担
当
：
建
設
課

　

毎
年
、
各
地
区
よ
り
道
路
の
補
修
や
舗

装
、
改
良
等
に
つ
い
て
多
く
の
ご
要
望
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

村
道
に
つ
い
て
は
、
常
に
道
路
パ
ト

ロ
ー
ル
を
行
っ
て
早
急
な
対
応
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
が
、
安
全
走
行
の
確
保
と
利

便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
損
傷
度
・
緊

急
性
を
確
認
し
村
内
全
体
で
の
優
先
度
を

考
慮
し
な
が
ら
、
適
正
な
整
備
と
維
持
管

理
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
国
道
と
道
道
に
係
る
要
望
に
つ

い
て
は
、
道
路
を
管
理
す
る
国
や
北
海
道

に
対
し
て
要
請
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

（
要
望
事
項
）

道
路
沿
線
の
支
障
木
の
伐
採
や
枝
払
い
に

つ
い
て

（
検
討
結
果
）
担
当
：
建
設
課

　

道
路
沿
い
の
通
行
に
支
障
が
生
じ
て
い

る
雑
木
や
枝
等
に
つ
い
て
は
、
交
通
上
の

安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
道
路
を
管
理
す

る
国
や
道
と
連
携
し
て
必
要
な
都
度
に
伐

採
や
枝
払
い
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

道
路
敷
地
外
の
立
木
に
つ
い
て
も
、
所
有

者
の
了
承
を
得
た
う
え
で
対
応
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

な
お
、
通
行
に
支
障
が
無
く
景
観
上
の

問
題
で
あ
る
場
合
に
は
、
道
路
管
理
者
に

よ
る
対
応
は
難
し
い
も
の
と
考
え
ま
す
。

そ
の
場
合
、
道
路
管
理
者
の
許
可
を
得
て

地
域
等
で
対
応
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
の

で
、
必
要
な
手
続
き
に
つ
い
て
は
村
で
お

手
伝
い
し
て
い
ま
す
。

（
要
望
事
項
）

国
道
・
道
道
の
早
い
時
期
の
草
刈
に
つ
い

て
（
検
討
結
果
）
担
当
：
建
設
課

　

国
道
及
び
道
道
の
路
肩
の
草
刈
は
、
そ

れ
ぞ
れ
道
路
を
管
理
す
る
国
と
道
に
お
い

て
毎
年
７
月
～
８
月
頃
に
年
１
回
行
わ
れ

て
お
り
、
通
学
路
付
近
や
カ
ー
ブ
区
間
の

交
差
点
な
ど
は
、
道
路
の
見
通
し
に
応
じ

て
年
に
数
回
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

道
道
の
歩
道
の
草
刈
は
、
平
成
27
年
度
か

ら
北
海
道
と
村
が
共
同
し
て
、
北
海
道
が

年
１
回
、
村
が
年
２
回
行
っ
て
い
ま
す
。

　

草
刈
の
回
数
や
時
期
を
早
め
る
こ
と
を

は
じ
め
、
見
通
し
の
確
保
を
必
要
と
す
る

箇
所
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て
、
今
後
も
道

路
管
理
者
に
要
請
し
て
い
き
ま
す
。

 （
要
望
事
項
）

シ
カ
・
カ
ラ
ス
・
タ
ン
チ
ョ
ウ
・
ク
マ
等

に
よ
る
被
害
防
止
対
策
に
つ
い
て

（
検
討
結
果
）
担
当
：
産
業
振
興
課

　

野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
業
や
生
活
環
境
な

ど
へ
の
被
害
防
止
対
策
に
つ
い
て
は
、
村

猟
友
会
や
鳥
獣
被
害
対
策
協
議
会
を
は
じ

め
と
す
る
関
係
団
体
の
ほ
か
、
国
及
び
道

等
と
連
携
し
な
が
ら
毎
年
継
続
し
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
３
年
11
月
か
ら
、
鳥
獣
被

害
対
策
を
専
門
と
す
る
地
域
お
こ
し
協
力

隊
員
１
名
を
配
置
し
、
捕
獲
推
進
体
制
の

強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
の
11
月
末
ま
で
の
捕
獲
実

績
は
、
エ
ゾ
シ
カ
２
，
０
９
４
頭
、
カ
ラ

ス
６
６
６
羽
、
キ
ツ
ネ
45
匹
、
タ
ヌ
キ
72

匹
、ヒ
グ
マ
３
頭
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

エ
ゾ
シ
カ
に
つ
い
て
は
、
村
内
で
は
、

若
い
年
代
を
含
め
た
地
元
ハ
ン
タ
ー
の
人

数
が
32
名
に
増
え
、
捕
獲
頭
数
も
括
り
ワ

ナ
の
効
果
な
ど
で
伸
び
て
い
る
状
況
に
あ

り
ま
す
。
ま
た
、囲
い
ワ
ナ
を
下
久
著
呂
、

下
幌
呂
の
村
内
２
ヵ
所
に
設
置
し
て
集
団

捕
獲
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、引
き
続
き
、

猟
友
会
に
よ
る
狩
猟
と
合
わ
せ
て
対
策
強

化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

カ
ラ
ス
の
捕
獲
に
つ
い
て
は
、
村
内
事

業
者
へ
の
委
託
管
理
に
よ
り
対
策
を
講
じ

て
い
ま
す
が
、
カ
ラ
ス
の
棲
息
場
所
が
鶴

居
市
街
か
ら
下
久
著
呂
、
中
久
著
呂
な
ど

に
移
動
す
る
変
化
に
よ
っ
て
、
こ
こ
３
年

は
捕
獲
数
が
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、

捕
獲
す
る
時
期
や
場
所
を
考
慮
し
な
が
ら

集
中
的
に
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
き
ま

す
。

　

タ
ン
チ
ョ
ウ
に
よ
る
農
業
被
害
対
策
に

つ
い
て
は
、「
タ
ン
チ
ョ
ウ
と
共
生
す
る

む
ら
づ
く
り
」
の
推
進
と
調
整
し
つ
つ
、

地
域
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
村
鳥
獣
被
害

対
策
協
議
会
に
よ
る
「
追
い
払
い
事
業
」

の
継
続
や
農
業
施
設
等
の
被
害
防
除
対
策

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

ヒ
グ
マ
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
と
の
連

携
を
図
り
な
が
ら
箱
ワ
ナ
等
に
よ
る
被
害

対
策
に
努
め
て
お
り
、
令
和
４
年
中
は
上

幌
呂
で
２
頭
、
下
久
著
呂
で
１
頭
を
捕
獲

し
て
い
ま
す
。
近
年
、
熊
の
出
没
が
相
次

令
和
４
年
度
「
村
政
懇
談
会
」
の
主
な
要
望
事
項
の
説
明

　

村
で
は
、
毎
年
、
各
地
域
の
要
望
や
意
見

を
広
く
行
政
施
策
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
村

政
懇
談
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
昨
年
11
月
２
日
か
ら
11
月
11

日
ま
で
の
間
、
村
内
８
地
区
で
懇
談
会
を
開

催
し
、
１
地
区
を
地
域
の
事
情
等
に
よ
り
書

面
に
よ
る
対
応
と
し
て
い
ま
す
。

　

各
地
区
か
ら
、
村
政
に
対
す
る
様
々
な
要

望
事
項
等
が
寄
せ
ら
れ
、
そ
の
検
討
結
果
に

つ
い
て
は
各
自
治
会
長
・
農
事
組
合
長
あ
て

に
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、
主
な
内
容
に

つ
い
て
掲
載
し
ま
す
。
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い
で
確
認
さ
れ
て
お
り
、
捕
獲
に
よ
る
被

害
対
策
の
継
続
を
は
じ
め
、
Ｉ
Ｐ
告
知
や

出
没
看
板
の
設
置
な
ど
で
注
意
を
呼
び
掛

け
る
と
と
も
に
、
地
域
等
と
連
携
し
て
人

里
に
近
づ
け
さ
せ
な
い
取
り
組
み
な
ど
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
以
降
も
捕
獲
体
制
の
強
化

を
図
る
こ
と
と
し
、
他
の
自
治
体
の
取
組

み
な
ど
を
参
考
と
し
な
が
ら
、
一
体
的
に

野
生
鳥
獣
に
よ
る
被
害
対
策
の
在
り
方
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

（
要
望
事
項
）

ハ
ン
タ
ー
の
マ
ナ
ー
対
応
に
つ
い
て

（
検
討
結
果
）
担
当
：
産
業
振
興
課

　

野
生
鳥
獣
の
捕
獲
は
、
大
き
く
分
け

て
「
許
可
捕
獲
」
と
「
狩
猟
」
に
分
類
さ

れ
ま
す
。
許
可
捕
獲
に
つ
い
て
は
、
都

道
府
県
や
市
町
村
の
許
可
を
得
た
鳥
獣
被

害
対
策
員
が
通
年
で
捕
獲
に
従
事
し
、
狩

猟
に
つ
い
て
は
、
国
が
定
め
た
一
定
期
間

内
（
10
月
～
３
月
）
に
限
り
特
定
の
鳥
獣

を
捕
獲
す
る
こ
と
が
で
き
る
一
般
の
ハ
ン

タ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
般
の
ハ
ン
タ
ー
に
よ
る
狩
猟
は
、
全

国
的
に
マ
ナ
ー
の
徹
底
が
指
摘
さ
れ
て
お

り
、
村
で
も
、
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

マ
ナ
ー
の
徹
底
に
向
け
た
啓
発
を
は
じ

め
、
警
察
と
連
携
し
て
パ
ト
ロ
ー
ル
の
対

策
を
講
じ
る
な
ど
、
引
き
続
き
対
策
の
強

化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

 （
要
望
事
項
）

村
民
の
森
「
散
策
路
」
の
安
全
管
理
と
行

き
先
の
明
示
に
つ
い
て

（
検
討
結
果
）
担
当
：
産
業
振
興
課

　

つ
る
い
村
民
の
森
は
、
緑
化
思
想
を
普

及
す
る
村
民
手
づ
く
り
の
森
と
し
て
昭
和

60
年
か
ら
整
備
が
進
め
ら
れ
、
散
策
路
や

歩
道
橋
、
木
製
遊
具
、
展
望
塔
、
水
車
小

屋
、
炭
窯
な
ど
の
施
設
を
は
じ
め
、
平
成

７
年
に
は
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
が
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。

　

整
備
後
30
年
以
上
が
経
過
し
た
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ま
で
に
老
朽
化
し
た
電
気
設
備

の
改
修
や
ア
ス
レ
ッ
チ
ッ
ク
設
備
の
撤
去

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
村
民
の
森
全
体
に
お
け
る
今
後

の
利
活
用
の
方
策
等
に
つ
い
て
協
議
を
重

ね
て
お
り
、
そ
の
中
で
フ
ッ
ト
パ
ス
コ
ー

ス
や
施
設
の
改
善
な
ど
に
つ
い
て
も
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
要
望
事
項
）

光
ケ
ー
ブ
ル
の
弛
ん
で
い
る
箇
所
や
木
が

絡
ん
で
い
る
箇
所
の
解
消
に
つ
い
て

（
検
討
結
果
）
担
当
：
総
務
課

　

村
で
は
、
情
報
通
信
環
境
の
向
上
を
図

る
た
め
、
平
成
21
年
か
ら
23
年
度
に
か
け

て
村
内
全
域
に
全
長
約
２
２
０
㎞
に
及
ぶ

光
回
線
網
を
整
備
し
、
各
家
庭
や
事
業
所

等
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｉ
Ｐ
告

知
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
回
線
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

整
備
後
10
年
以
上
が
経
過
し
、
所
々
で

光
ケ
ー
ブ
ル
が
弛
ん
だ
り
、
木
々
の
成
長

で
絡
ん
だ
り
し
て
い
る
箇
所
が
発
生
し
て

お
り
、
車
両
の
通
行
に
支
障
の
あ
る
箇
所

や
断
線
の
危
険
性
が
あ
る
箇
所
に
つ
い
て

は
、
専
門
業
者
に
委
託
し
て
都
度
解
消
す

る
こ
と
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

毎
年
、
光
ケ
ー
ブ
ル
の
断
線
事
故
が
発

生
し
て
い
ま
す
の
で
、
特
に
大
型
の
作
業

機
械
が
通
行
す
る
際
に
は
注
意
を
お
願
い

す
る
と
と
も
に
、
光
ケ
ー
ブ
ル
の
弛
み
で

問
題
が
あ
る
箇
所
な
ど
に
つ
い
て
は
村
に

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
要
望
事
項
）

Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
の
非
常
用
電
源
装
置
の
交

換
と
周
知
に
つ
い
て

（
検
討
結
果
）
担
当
：
総
務
課

　

各
家
庭
や
公
共
施
設
、
福
祉
及
び
医
療

施
設
等
に
設
置
し
て
い
る
Ｉ
Ｐ
告
知
端
末

は
、
平
成
24
年
４
月
か
ら
供
用
が
開
始
さ

れ
て
お
り
、
端
末
と
一
緒
に
設
置
し
た
非

常
用
電
源
装
置
に
つ
い
て
は
古
い
も
の
で

10
年
以
上
の
経
過
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

村
の
非
常
用
電
源
装
置
の
取
扱
と
し
て

は
、
停
電
時
の
利
用
可
能
時
間
が
長
く
て

２
時
間
ほ
ど
で
あ
り
、
携
帯
電
話
の
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
る
Ｉ
Ｐ
告
知
情
報

「
つ
る
ぼ
ー
通
信
」
の
利
用
も
進
ん
で
い

る
こ
と
か
ら
、
装
置
が
故
障
し
た
場
合
な

ど
に
個
別
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

非
常
用
電
源
装
置
の
故
障
で
交
換
を
希

望
さ
れ
る
場
合
な
ど
は
、
村
に
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。

（
要
望
事
項
）

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
村
内
接
種
に
つ

い
て

（
検
討
結
果
）
担
当
：
保
健
福
祉
課

　

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種

は
、
令
和
３
年
11
月
に
厚
生
労
働
省
よ

り
、
対
象
者
（
小
学
６
年
生
～
高
校
１
年

生
相
当
の
女
子
）
へ
の
個
別
勧
奨
を
再
開

す
る
よ
う
全
国
の
自
治
体
に
通
知
さ
れ
て

お
り
、
本
村
で
も
対
象
者
に
対
し
て
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
案
内
を
行
な
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

現
在
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け
る
場
合

は
釧
路
市
な
ど
の
村
外
の
医
療
機
関
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
村
内
の
医
療
機
関
と

の
調
整
を
図
り
、
令
和
５
年
度
か
ら
鶴
居

村
立
診
療
所
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
実
施
で

き
る
よ
う
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。

上
幌
呂
連
合
会

（
要
望
事
項
）

上
幌
呂
地
域
体
育
セ
ン
タ
ー
の
屋
根
の
塗

装
に
つ
い
て

（
検
討
結
果
）
担
当
：
社
会
教
育
課

　

上
幌
呂
地
域
体
育
セ
ン
タ
ー
は
、
昭
和

57
年
の
建
設
か
ら
40
年
が
経
過
し
、
屋
根

の
塗
装
が
剥
が
れ
て
き
て
サ
ビ
な
ど
が
発

生
し
て
い
る
た
め
、
毎
年
地
域
か
ら
要
望

を
受
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

施
設
を
長
く
使
用
す
る
た
め
に
修
繕
の

必
要
性
は
認
識
し
て
い
ま
す
が
、
同
様
に

老
朽
化
が
進
み
雨
漏
り
な
ど
で
早
め
に
補

修
を
必
要
と
す
る
施
設
が
他
に
も
あ
る
た

め
、
上
幌
呂
地
域
体
育
セ
ン
タ
ー
の
屋
根

の
塗
装
に
つ
い
て
は
、
当
面
の
間
、
見
送

る
こ
と
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

補
修
時
期
に
つ
い
て
は
、
村
内
施
設
全

体
の
補
修
状
況
を
見
な
が
ら
検
討
し
て
い
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き
ま
す
。

（
要
望
事
項
）

畑
の
中
に
集
中
す
る
雨
水
な
ど
の
排
水
対

応
に
つ
い
て

（
検
討
結
果
）
担
当
：
産
業
振
興
課

　

畑
の
中
に
あ
る
一
か
所
の
下
水
に
雨
水

な
ど
が
集
中
し
、排
水
が
処
理
し
き
れ
ず
、

深
い
と
こ
ろ
で
は
水
が
２
ｍ
以
上
溜
ま
る

た
め
、
農
作
業
や
放
牧
時
に
は
危
険
な
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
、
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業

に
よ
る
土
嚢
の
設
置
で
は
状
況
は
大
き
く

変
わ
っ
て
お
ら
ず
、
村
の
災
害
復
旧
事
業

を
活
用
し
た
場
合
は
、
多
額
の
費
用
が
発

生
し
、
受
益
者
の
負
担
等
を
考
慮
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

現
状
は
難
し
い
状
況
と
考
え
ま
す
が
、

効
果
的
な
改
善
方
法
を
検
討
す
る
と
と
も

に
、
北
海
道
に
対
応
策
な
ど
を
相
談
し
て

い
き
ま
す
。

（
要
望
事
項
）

村
道
上
幌
呂
５
号
線
の
埃
対
策
に
つ
い
て

（
検
討
結
果
）
担
当
：
建
設
課

　

当
該
路
線
は
一
部
砂
利
道
と
な
っ
て
お

り
、
連
接
す
る
デ
ー
ン
ト
コ
ー
ン
畑
に
農

作
業
機
械
が
出
入
り
す
る
際
や
砂
利
が
流

れ
て
き
て
い
る
こ
と
が
、
埃
が
上
が
っ
て

い
る
原
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

村
で
は
、
防
塵
対
策
と
し
て
散
水
車
で

対
応
し
て
い
ま
す
が
、
令
和
５
年
度
に
砂

利
が
流
出
す
る
場
所
の
舗
装
を
は
じ
め
、

畑
の
利
用
者
に
対
し
て
注
意
喚
起
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

支
雪
裡
連
合
会

（
要
望
事
項
）

村
道
支
雪
裡
31
号
線
の
舗
装
に
つ
い
て

（
検
討
結
果
）
担
当
：
建
設
課

　

当
該
路
線
は
、
交
通
量
の
関
係
か
ら
全

面
的
に
舗
装
し
直
す
こ
と
は
難
し
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
か
ら
計
画
的
に
、
道
路
の

ひ
び
割
れ
や
片
落
ち
の
箇
所
な
ど
に
つ
い

て
部
分
的
に
補
修
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

（
要
望
事
項
）

支
雪
裡
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
グ
ラ
ウ

ン
ド
横
の
排
水
溝
の
整
備
に
つ
い
て

（
検
討
結
果
）
担
当
：
建
設
課

　

村
道
支
雪
裡
原
野
線
に
面
し
た
当
該
排

水
溝
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
フ
ェ
ン
ス
を
撤

去
し
た
こ
と
か
ら
法
面
が
緩
く
な
り
崩
れ

や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
に
当
該
排
水
溝
の
法
面
を

補
修
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

（
要
望
事
項
）

村
道
支
雪
裡
原
野
線
の
排
水
処
理
に
つ
い

て
（
検
討
結
果
）
担
当
：
建
設
課

　

要
望
の
個
所
は
、
路
肩
部
の
変
状
で
降

雨
時
な
ど
に
水
が
溜
ま
る
状
態
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

支
雪
裡
地
区
の
幹
線
道
路
で
あ
る
当
該

路
線
は
、
オ
ー
バ
ー
レ
イ
工
事
を
継
続
し

て
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
水
が
溜
ま
る

箇
所
に
つ
い
て
順
次
解
消
さ
れ
る
見
通
し

と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
要
望
事
項
）

桜
の
植
樹
と
管
理
の
方
法
に
つ
い
て

（
検
討
結
果
）
担
当
：
産
業
振
興
課

　

支
雪
裡
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
北
側

に
は
エ
ゾ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
を
10
本
植
樹
し
て

い
ま
す
が
、
土
地
の
条
件
な
ど
で
２
本
ほ

ど
が
枯
れ
て
い
ま
す
。

　

当
該
箇
所
の
桜
は
、
村
で
委
託
す
る
造

園
業
者
に
よ
っ
て
植
樹
し
て
い
ま
す
が
、

村
で
は
、
植
樹
し
た
桜
の
病
気
や
感
染
を

防
ぐ
た
め
の
保
育
管
理
事
業
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
他
の
地
域
と
合
せ
て
桜
の
状
況

を
確
認
し
な
が
ら
対
応
を
検
討
し
て
い
き

ま
す
。
な
お
、
日
常
の
桜
の
管
理
に
つ
い

て
は
、
地
域
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

茂
雪
裡
自
治
会

（
要
望
事
項
）

道
道
１
０
９
３
号
線（
阿
寒
公
園
鶴
居
線
）

沿
い
の
畑
を
利
用
す
る
際
の
通
行
対
策
に

つ
い
て

（
検
討
結
果
）
担
当
：
産
業
振
興
課

　

当
該
道
道
沿
い
の
畑
を
利
用
す
る
際
、

民
家
が
近
く
狭
い
道
路
を
通
行
す
る
こ
と

と
な
り
、
特
に
大
型
の
農
作
業
機
械
を
使

用
す
る
場
合
は
不
便
な
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

対
応
策
と
し
て
、
道
道
か
ら
取
付
け
道

路
を
新
設
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
が
、
費

用
は
自
己
負
担
と
な
り
、
道
路
管
理
者
で

あ
る
北
海
道
へ
の
申
請
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

　

ま
た
、
道
路
を
取
付
け
た
後
、
一
定
程

度
の
利
用
が
あ
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
、

砂
利
敷
き
や
補
修
な
ど
の
維
持
管
理
に
つ

い
て
は
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業
の

対
象
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
担

当
す
る
村
と
農
協
に
協
議
を
行
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
要
望
事
項
）

茂
雪
裡
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
併
設

す
る
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
の
多
目
的
野
外
施

設
へ
の
改
修
に
つ
い
て

（
検
討
結
果
）
担
当
：
住
民
生
活
課

　

現
在
利
用
さ
れ
な
く
な
っ
た
当
該
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
場
に
つ
い
て
、
地
域
住
民
の
交

流
や
地
域
活
性
化
の
た
め
に
活
用
す
る
こ

と
は
有
効
な
こ
と
と
考
え
ま
す
が
、
要
望

に
よ
る
屋
根
な
ど
を
付
け
て
多
目
的
野
外

施
設
に
改
修
し
、
地
域
の
分
踊
り
や
観
楓

会
な
ど
の
場
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
は
、

そ
の
有
用
性
や
他
の
地
域
に
あ
る
同
様
の

施
設
の
こ
と
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
現
時
点
で
は
、
村
で
直
接
対
応

す
る
こ
と
は
難
し
い
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

な
お
、地
域
で
取
り
組
ま
れ
る
場
合
は
、

村
で
相
談
に
応
じ
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
要
望
事
項
）

茂
雪
裡
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
一
帯
の

暗
さ
の
解
消
に
つ
い
て

（
検
討
結
果
）
担
当
：
企
画
財
政
課

　

当
該
セ
ン
タ
ー
の
付
近
に
は
、
旧
茂
雪

裡
小
学
校
の
三
叉
路
に
道
道
１
０
９
３
号

線
の
街
灯
１
基
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
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が
、
辺
り
一
帯
は
暗
く
、
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー

ル
工
場
が
で
き
た
こ
と
か
ら
通
行
車
両
の

増
加
な
ど
が
予
想
さ
れ
、
夜
間
の
安
全
対

策
や
生
活
環
境
の
改
善
な
ど
が
必
要
と

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

村
で
は
、
防
犯
灯
の
設
置
費
と
維
持
費

に
対
す
る
補
助
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
一
帯
の
暗
さ
を
解
消
す
る
効
果
的
な

方
法
に
つ
い
て
、
地
域
と
検
討
し
た
い
と

考
え
ま
す
。

鶴
居
市
街
自
治
会

（
要
望
事
項
）

環
境
整
備
を
進
め
る
た
め
の
自
宅
周
辺
の

木
の
枝
や
落
ち
葉
、
雑
草
な
ど
を
常
時
捨

て
ら
れ
る
場
所
に
つ
い
て

（
検
討
結
果
）
担
当
：
住
民
生
活
課

　

現
在
、
自
宅
の
木
の
枝
や
落
ち
葉
、
雑

草
、
家
庭
菜
園
な
ど
の
ゴ
ミ
は
、
個
人
で

処
理
す
る
取
り
扱
い
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
要
望
に
よ
る
自
宅
周
辺
の
環
境
整
備

に
よ
っ
て
出
る
ゴ
ミ
の
専
用
の
捨
て
場
に

つ
い
て
は
、
場
所
の
確
保
や
管
理
方
法
と

い
っ
た
多
く
の
課
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

現
状
と
し
て
設
置
す
る
こ
と
は
困
難
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
令
和
５
年
度
か
ら
「
美
し
い
村

づ
く
り
推
進
協
議
会
」
の
取
組
と
し
て
、

個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
登
録
さ
れ
た
方
達

に
無
料
の
専
用
ゴ
ミ
袋
を
配
布
し
、
環
境

整
備
に
協
力
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

（
要
望
事
項
）

病
気
や
ケ
ガ
な
ど
で
ゴ
ミ
捨
て
が
困
難
な

方
に
対
す
る
対
応
に
つ
い
て

（
検
討
結
果
）
担
当
：
住
民
生
活
課

　

高
齢
や
病
気
な
ど
に
よ
っ
て
ゴ
ミ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
捨
て
に
行
く
こ
と
が
困
難

と
な
っ
て
い
る
方
な
ど
に
対
し
て
、
村
で

個
別
に
ゴ
ミ
を
収
集
す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
収
集
作
業
や
費
用
面
な
ど
の
関
係
か

ら
難
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
面
は
、
ご
近
所
や
知
人
同
士
の
助
け

合
い
、
自
治
会
で
手
助
け
す
る
な
ど
、
地

域
等
に
お
い
て
共
助
に
よ
る
対
応
を
お
願

い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
要
望
事
項
）

日
本
で
最
も
美
し
い
村
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル

デ
ー
の
具
体
的
な
内
容
の
告
知
に
つ
い
て

（
検
討
結
果
）
担
当
：
企
画
財
政
課

　

本
村
は
、
平
成
20
年
10
月
に
「
日
本
で

最
も
美
し
い
村
」
連
合
に
加
盟
し
て
以
来

14
年
が
経
ち
、
村
が
一
体
と
な
っ
て
一
層

美
し
い
村
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
た

め
、
令
和
４
年
９
月
に
村
内
の
地
域
や
関

係
団
体
等
で
構
成
す
る
「
美
し
い
村
づ
く

り
推
進
協
議
会
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
デ
ー

の
取
組
と
し
て
村
内
一
斉
清
掃
を
行
っ
て

き
ま
し
た
が
、
今
後
は
こ
の
協
議
会
が
主

体
と
な
っ
て
取
り
進
め
る
こ
と
か
ら
、
地

域
の
実
情
や
課
題
に
応
じ
た
取
組
内
容
や

分
か
り
や
す
い
告
知
な
ど
に
つ
い
て
、
協

議
会
で
検
討
し
て
い
く
こ
と
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

中
雪
裡
南
第
一
実
行
組
合

（
要
望
事
項
）

村
政
懇
談
会
の
開
催
時
間
帯
の
変
更
に
つ

い
て

（
検
討
結
果
）
担
当
：
総
務
課

　

例
年
、
村
政
懇
談
会
の
開
催
は
、
日
中

の
仕
事
が
多
い
地
域
は
夜
と
し
、
酪
農
業

が
中
心
の
地
域
は
日
中
の
時
間
帯
と
し
て

い
ま
す
が
、
鶴
居
市
街
と
中
雪
裡
地
区
を

対
象
と
し
た
懇
談
会
に
つ
い
て
は
、
午
後

６
時
半
か
ら
の
約
２
時
間
、
総
合
セ
ン

タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
で
開
催
し
て
い
ま

す
。

　

一
定
程
度
の
参
加
人
数
が
確
保
で
き
る

よ
う
で
あ
れ
ば
、
地
域
ご
と
に
希
望
す
る

時
間
帯
で
開
催
す
る
こ
と
は
可
能
で
す

が
、
年
々
全
体
の
参
加
人
数
が
少
な
く

な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
実
施
方
法

の
見
直
し
な
ど
を
今
後
検
討
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
特
定
の
テ
ー
マ
な
ど
を
村
長
と

直
接
話
し
合
う
場
と
し
て
「
村
長
の
出
前

ト
ー
ク
」
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
希
望

が
あ
れ
ば
役
場
に
連
絡
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

下
久
著
呂
連
合
会

（
要
望
事
項
）

村
道
下
久
著
呂
協
和
線
及
び
岩
井
内
線
の

補
修
に
つ
い
て

（
検
討
結
果
）
担
当
：
建
設
課

　

当
該
２
路
線
は
、
ひ
び
割
れ
や
路
肩
落

ち
、
わ
だ
ち
掘
れ
な
ど
で
舗
装
が
損
傷
し

て
い
る
箇
所
が
あ
り
ま
す
。

　

協
和
線
は
、
道
営
草
地
改
良
事
業
に
よ

る
道
路
改
良
工
事
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、

工
事
着
手
は
令
和
７
年
度
の
予
定
と
な
っ

て
い
る
の
で
、
そ
れ
ま
で
の
間
、
道
路
状

態
が
悪
い
箇
所
は
、
村
で
部
分
補
修
な
ど

の
対
応
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

岩
井
内
線
は
、
路
面
状
態
の
悪
い
区
間

は
補
修
（
オ
ー
バ
ー
レ
イ
）
が
完
了
し
て

い
る
の
で
、
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
部
分

補
修
で
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

（
要
望
事
項
）

村
道
の
電
線
に
か
か
る
木
の
枝
払
い
に
つ

い
て

（
検
討
結
果
）
担
当
：
建
設
課

　

村
道
に
お
い
て
、
木
の
枝
等
が
道
路
に

張
り
出
し
て
通
行
に
支
障
が
あ
り
、
電
線

や
電
話
回
線
に
絡
ん
で
い
る
場
合
に
は
、

村
か
ら
北
電
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
除
去
の
要
請
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

除
去
作
業
に
は
、
感
電
や
断
線
な
ど
の

危
険
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
専

門
の
作
業
員
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
す
の

で
、
支
障
の
あ
る
場
所
な
ど
は
、
村
に
連

絡
を
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

（
要
望
事
項
）

久
著
呂
川
の
底
さ
ら
い
（
浚
渫
）
の
継
続

に
つ
い
て

（
検
討
結
果
）
担
当
：
建
設
課

　

久
著
呂
川
の
土
砂
堆
積
に
よ
る
河
床
の

上
昇
に
よ
り
、
接
続
す
る
明
渠
排
水
路
の

５　令和５年２月号



排
水
能
力
が
低
下
し
、
大
雨
な
ど
で
隣
接

す
る
農
地
が
冠
水
す
る
被
害
が
発
生
し
て

い
ま
す
。

　

農
地
の
浸
水
被
害
を
防
ぐ
た
め
、
平
成

27
年
度
か
ら
河
川
を
管
理
す
る
北
海
道
の

事
業
に
よ
り
久
著
呂
川
の
掘
削
工
事
（
土

砂
除
去
）
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
工
事
を
必
要
と
す
る
区
間

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
道
に
対
し
て
事
業
の

継
続
を
要
請
し
て
い
き
ま
す
。

（
要
望
事
項
）

エ
ゾ
フ
ク
ロ
ウ
撮
影
に
よ
る
道
道
の
路
上

駐
車
の
対
策
に
つ
い
て

（
検
討
結
果
）
担
当
：
総
務
課

　

ど
さ
ん
こ
牧
場
付
近
に
生
息
す
る
野
生

の
エ
ゾ
フ
ク
ロ
ウ
を
撮
影
す
る
た
め
、
カ

メ
ラ
マ
ン
や
観
光
客
等
の
車
両
が
道
道
に

路
上
駐
車
し
、
特
に
冬
期
中
は
危
険
な
状

況
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
か
ら
は
、
道
路
を
管
理
す

る
北
海
道
や
警
察
と
協
議
の
う
え
、
フ
ク

ロ
ウ
が
姿
を
見
せ
る
11
月
か
ら
３
月
ま
で

の
時
期
、
路
上
駐
車
の
あ
る
道
路
両
側
に

注
意
看
板
を
設
置
し
、
車
両
の
誘
導
先
と

し
て
村
営
牧
野
事
務
所
付
近
に
臨
時
駐
車

場
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
北
海
道
バ
ス
協

会
に
対
す
る
呼
び
か
け
や
警
察
に
よ
る
パ

ト
ロ
ー
ル
な
ど
を
実
施
し
て
お
り
、
今
後

も
、
路
上
駐
車
の
状
況
を
確
認
し
な
が
ら

関
係
機
関
等
と
連
携
し
て
対
策
を
講
じ
て

い
き
ま
す
。

（
要
望
事
項
）

下
久
著
呂
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
ト

イ
レ
の
洋
式
化
及
び
周
辺
舗
装
の
補
修
に

つ
い
て

（
検
討
結
果
）
担
当
：
住
民
生
活
課

　

当
該
セ
ン
タ
ー
の
女
性
用
ト
イ
レ
は
、

令
和
４
年
度
に
１
箇
所
を
洋
式
化
し
、
現

在
で
は
洋
式
が
２
箇
所
、
残
り
１
箇
所
が

和
式
と
な
っ
て
い
ま
す
。
令
和
５
年
度
に

お
い
て
、
残
り
１
箇
所
の
和
式
ト
イ
レ
に

つ
い
て
も
洋
式
化
す
る
こ
と
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
該
セ
ン
タ
ー
の
施
設
は
、
平

成
４
年
２
月
に
建
設
し
て
以
来
31
年
が
経

過
し
、
周
辺
の
舗
装
が
所
々
で
ひ
び
割
れ

な
ど
の
破
損
が
あ
り
ま
す
が
、
同
様
の
他

の
施
設
と
の
調
整
な
ど
か
ら
、
令
和
６
年

度
以
降
の
補
修
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

（
要
望
事
項
）

鶴
居
市
街
コ
ン
ビ
ニ
前
歩
道
の
段
差
解
消

に
つ
い
て

（
検
討
結
果
）
担
当
：
建
設
課

　

鶴
居
市
街
コ
ン
ビ
ニ
前
の
歩
道
に
段
差

が
あ
り
、
車
両
が
通
行
す
る
際
の
影
響
が

心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
に
お
い
て
、
村
道
側
（
鶴

居
診
療
所
前
の
通
り
）
の
歩
道
に
つ
い
て

段
差
を
解
消
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

下
雪
裡
連
合
会

（
要
望
事
項
）

道
道
53
号
線
わ
き
防
雪
柵
の
新
型
化
に
つ

い
て

（
検
討
結
果
）
担
当
：
建
設
課

　

道
道
53
号
線
沿
線
に
は
防
雪
柵
が
約

１
，
４
０
０
ｍ
の
区
間
に
設
置
さ
れ
て
お

り
、
大
型
の
農
作
業
機
械
が
畑
か
ら
道
道

に
出
る
際
に
見
通
し
が
利
か
な
い
こ
と
か

ら
、
令
和
元
年
度
か
ら
防
雪
柵
の
改
善
に

つ
い
て
要
望
を
受
け
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

防
雪
柵
は
、
雪
害
に
よ
る
交
通
障
害
を

防
ぐ
た
め
に
必
要
で
あ
り
、
道
路
を
管
理

す
る
北
海
道
で
は
、
新
型
に
更
新
す
る
こ

と
は
費
用
等
の
関
係
で
難
し
く
、
視
距
を

確
保
す
る
対
策
を
検
討
し
て
お
り
、
村
で

は
継
続
し
て
要
請
し
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
道
路
反
射
鏡
に
つ
い
て
は
、
道

道
53
号
線
は
交
通
量
が
多
い
こ
と
か
ら
、

交
通
安
全
上
の
理
由
で
設
置
で
き
な
い
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
要
望
事
項
）

下
雪
裡
三
叉
路
の
駐
車
場
に
街
灯
の
設
置

に
つ
い
て

（
検
討
結
果
）
担
当
：
建
設
課

　

下
雪
裡
三
叉
路
の
駐
車
場
に
は
、
タ
ン

チ
ョ
ウ
を
撮
影
す
る
カ
メ
ラ
マ
ン
な
ど
が

夜
通
し
で
駐
車
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
街
灯
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
、
駐
車

場
の
管
理
者
で
あ
る
北
海
道
が
現
地
の
利

用
状
況
な
ど
を
確
認
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
村
で
は
継
続
し
て
要
請
し
て
い
き

ま
す
。

　

な
お
、
防
犯
灯
の
設
置
及
び
維
持
費
に

対
す
る
村
の
補
助
制
度
が
あ
り
、
防
犯
灯

の
活
用
な
ど
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
こ
と

が
必
要
と
考
え
ま
す
。

（
要
望
事
項
）

２
号
幹
線
明
渠
へ
の
ア
シ
ベ
ツ
川
か
ら
の

流
入
対
策
の
継
続
に
つ
い
て

国
営
農
地
造
成
に
よ
る
利
用
不
能
地
の
対

応
に
つ
い
て

（
検
討
結
果
）
担
当
：
産
業
振
興
課

　

上
記
２
件
に
関
し
て
は
、
平
成
29
年
度

よ
り
対
策
に
係
る
地
域
懇
談
会
を
開
催
し

て
き
ま
し
た
が
、
令
和
４
年
度
は
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
で
３
年
振
り
の
開
催
と
な
り
、

釧
路
開
発
建
設
部
の
関
係
職
員
な
ど
も
出

席
し
、
ア
シ
ベ
ツ
川
の
流
入
対
策
と
利
用

不
能
地
の
早
期
再
生
に
向
け
た
協
議
を
再

開
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
国
や
道
の
機
関
と
の
情
報

共
有
や
意
見
交
換
に
よ
っ
て
現
状
に
対
す

る
理
解
を
得
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
喫
緊
の
課
題
と
し
て
地
域
か
ら
要
望

の
あ
っ
た
雪
裡
川
本
流
下
流
域
の
床
さ
ら

い
に
つ
い
て
、
道
と
連
携
し
て
早
期
着
工

に
向
け
た
協
議
を
進
め
て
い
く
こ
と
な
ど

を
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
ア
シ
ベ
ツ
川
の
線
形
変
更
を

は
じ
め
、
農
地
再
生
の
ほ
か
、
隣
接
す
る

釧
路
湿
原
と
の
一
体
的
な
整
備
に
よ
る
利

活
用
の
可
能
性
な
ど
、
地
域
の
意
向
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
早
期
解
消
に
向
け
た
対
応

を
続
け
て
い
き
ま
す
。

（
要
望
事
項
）

農
地
防
災
事
業
完
了
後
の
排
水
路
の
維
持

管
理
に
つ
い
て

（
検
討
結
果
）
担
当
：
産
業
振
興
課
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牧
草
地
へ
の
浸
水
被
害
防
止
対
策
と
し

て
、
平
成
27
年
度
か
ら
多
面
的
機
能
支
払

交
付
金
事
業
を
活
用
し
て
、
雪
裡
川
に
隣

接
す
る
第
１
排
水
路
か
ら
第
３
排
水
路
並

び
に
沈
砂
地
等
の
機
能
維
持
と
改
善
に
向

け
た
整
備
を
継
続
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業

は
、
第
２
期
と
し
て
令
和
２
年
度
か
ら
令

和
６
年
度
ま
で
の
５
年
間
の
事
業
期
間
と

な
っ
て
お
り
、
各
排
水
路
の
現
状
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
計
画
的
な
整
備
に
よ
っ
て
対

応
し
て
い
き
ま
す
。

（
要
望
事
項
）

大
麻
草
の
除
去
の
継
続
に
つ
い
て

（
検
討
結
果
）
担
当
：
住
民
生
活
課

　

自
生
す
る
大
麻
草
に
つ
い
て
は
、
原
則

と
し
て
土
地
所
有
者
の
責
任
に
お
い
て

除
去
す
る
取
り
扱
い
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
犯
罪
防
止
の
観
点
か
ら
、
北
海
道
と

村
が
連
携
し
て
種
が
実
る
前
に
毎
年
駆
除

を
行
っ
て
い
ま
す
。
地
域
等
か
ら
要
望
の

あ
っ
た
場
所
の
ほ
か
、
人
目
に
付
く
場
所

な
ど
を
重
点
的
に
行
っ
て
お
り
、
村
内
に

自
生
す
る
大
麻
草
の
撲
滅
を
目
指
し
、
土

地
所
有
者
の
理
解
を
得
な
が
ら
継
続
し
て

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

（
要
望
事
項
）

鶴
見
台
の
劣
化
し
て
い
る
看
板
の
交
換
に

つ
い
て

（
検
討
結
果
）
担
当
：
社
会
教
育
課

　

鶴
見
台
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
観
察
場
所
に

は
、
村
が
設
置
し
た
「
鶴
居
村
観
光
十

景
」「
美
し
い
村
連
合
」
の
看
板
の
ほ
か
、

タ
ン
チ
ョ
ウ
の
由
来
や
記
念
撮
影
用
の
看

板
な
ど
が
複
数
設
置
さ
れ
て
お
り
、
い
ず

れ
も
経
年
に
よ
る
劣
化
が
進
ん
で
い
る
た

め
、
令
和
３
年
度
よ
り
対
応
を
求
め
ら
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
看
板
は
、
観
光
客
等
に
対
す

る
説
明
や
Ｐ
Ｒ
の
ほ
か
、
見
学
上
の
注
意

喚
起
と
い
っ
た
大
切
な
役
割
を
果
た
し
て

お
り
、
現
在
、
関
係
す
る
団
体
の
ほ
か
、

タ
ン
チ
ョ
ウ
と
共
生
す
る
む
ら
づ
く
り
推

進
会
議
な
ど
で
、
看
板
の
集
約
化
や
景
観

へ
の
配
慮
な
ど
の
話
し
合
い
を
続
け
て
お

り
、
今
後
、
交
換
方
法
な
ど
を
判
断
し
て

い
き
ま
す
。

（
要
望
事
項
）

タ
ン
チ
ョ
ウ
撮
影
者
に
対
す
る
注
意
看
板

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て

（
検
討
結
果
）
担
当
：
社
会
教
育
課

　

鶴
見
台
周
辺
に
は
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
撮

影
者
に
対
し
、
私
有
地
へ
の
無
断
進
入
や

路
上
駐
車
に
よ
る
撮
影
な
ど
を
注
意
し
た

看
板
が
必
要
と
さ
れ
る
箇
所
に
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

年
数
の
経
過
に
よ
っ
て
看
板
の
劣
化
や

損
傷
が
進
ん
で
き
て
い
ま
す
の
で
、
看
板

を
設
置
し
た
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
関
係
団
体
と

今
後
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
た
い

と
考
え
ま
す
。

中
久
著
呂
地
区

（
要
望
事
項
）

久
著
呂
川
の
護
岸
対
策
に
つ
い
て

（
検
討
結
果
）
担
当
：
建
設
課

　

大
雨
等
に
よ
る
増
水
で
久
著
呂
川
の
河

岸
が
洗
堀
さ
れ
、
隣
接
す
る
農
地
が
大
き

く
浸
食
さ
れ
て
お
り
、
河
川
を
管
理
す
る

北
海
道
で
は
現
地
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

　

村
で
は
、
平
成
29
年
度
か
ら
道
に
対
し

て
河
岸
補
修
の
要
請
を
続
け
て
い
ま
す

が
、
道
内
全
域
で
事
業
調
整
さ
れ
る
関
係

も
あ
り
、
引
き
続
き
早
期
対
策
に
向
け
て

要
請
し
て
い
き
ま
す
。

（
要
望
事
項
）

久
著
呂
原
野
線
の
道
路
の
補
修
に
つ
い
て

（
検
討
結
果
）
担
当
：
建
設
課 

　

村
で
管
理
す
る
久
著
呂
原
野
線
の
区
間

（
延
長
７
，
５
５
４
ｍ
）
に
つ
い
て
は
、

路
肩
の
凹
み
や
舗
装
の
ひ
び
割
れ
が
発
生

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
路
面
に
舗
装
を
重

ね
る
オ
ー
バ
ー
レ
イ
工
事
を
計
画
的
に

行
っ
て
お
り
、
令
和
５
年
度
も
施
工
す
る

予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
計
画
す

る
区
間
以
外
な
ど
で
道
路
の
変
状
が
拡
大

し
、
走
行
に
支
障
が
生
じ
て
い
る
箇
所
に

つ
い
て
は
部
分
補
修
で
対
応
し
て
い
き
ま

す
。

　

標
茶
町
で
管
理
す
る
中
久
著
呂
１
線
の

区
間
（
延
長
７
４
７
ｍ
）
に
つ
い
て
は
、

同
様
に
道
路
の
損
傷
が
進
ん
で
お
り
、
標

茶
町
と
協
議
し
た
結
果
、
令
和
４
年
度
中

に
宮
城
橋
か
ら
３
０
０
ｍ
の
区
間
で
路
肩

部
分
の
補
修
を
行
い
、
令
和
５
年
度
以
降

に
舗
装
ひ
び
割
れ
の
補
修
を
行
う
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。

中
幌
呂
下
農
事
組
合

（
要
望
事
項
）

除
雪
の
徹
底
と
ア
イ
ス
バ
ー
ン
の
早
期
対

策
に
つ
い
て

（
検
討
結
果
）
担
当
：
建
設
課

　

村
道
の
除
雪
基
準
は
、
積
雪
が
10
㎝
以

上
の
と
き
に
朝
５
時
の
出
動
と
し
て
い
ま

す
が
、
10
㎝
以
下
の
場
合
で
も
降
雪
の
状

況
に
応
じ
て
出
動
し
て
い
ま
す
。

　

九
間
橋
付
近
に
つ
い
て
は
、
令
和
３
年

度
に
道
路
沿
線
の
立
木
を
伐
採
し
て
日
陰

を
解
消
し
た
ほ
か
、
路
面
の
凍
結
防
止
剤

を
早
め
に
散
布
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
道
道
阿
寒
標
茶
線
の
下
幌
呂
分

岐
ま
で
の
約
１
㎞
の
区
間
は
、
道
路
沿
線

の
立
木
に
よ
る
日
陰
の
場
所
が
多
い
こ
と

か
ら
、
冬
期
間
は
路
面
が
ア
イ
ス
バ
ー
ン

の
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。
道
路
を
管
理

す
る
北
海
道
で
は
、
原
因
と
な
る
立
木
の

伐
採
を
検
討
し
て
い
ま
す
が
、
土
地
所
有

者
の
把
握
等
に
時
間
を
要
す
る
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

村
で
は
、
道
に
対
し
て
原
因
の
早
期
改

善
を
は
じ
め
、
除
雪
の
徹
底
と
凍
結
防
止

の
対
策
等
に
つ
い
て
要
請
を
継
続
し
て
い

き
ま
す
。

支
幌
呂
西
農
事
組
合

（
要
望
事
項
）

村
道
交
差
点
付
近
の
土
砂
の
流
入
対
策
に

つ
い
て
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（
検
討
結
果
）
担
当
：
建
設
課

　

大
雨
の
際
に
、
村
道
支
幌
呂
10
号
線
の

未
舗
装
部
分
か
ら
土
砂
が
流
出
し
、
村
道

支
幌
呂
７
号
線
の
交
差
点
付
近
に
堆
積
す

る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

村
で
は
、
以
前
よ
り
堆
積
し
た
土
砂
の

除
去
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
原
因
と
な

る
未
舗
装
部
分
の
舗
装
化
や
道
路
排
水
の

整
備
に
つ
い
て
、
令
和
５
年
度
に
実
施
す

る
こ
と
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

（
要
望
事
項
）

村
道
支
幌
呂
西
７
号
線
の
舗
装
に
つ
い
て

（
検
討
結
果
）
担
当
：
建
設
課

　

当
該
路
線
は
、
全
体
的
に
簡
易
舗
装
の

傷
み
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
一
般
車
両
の

通
行
量
は
少
な
く
、
通
行
に
大
き
な
支
障

は
生
じ
て
い
な
い
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

完
全
舗
装
化
は
、
路
盤
や
排
水
を
整
備

す
る
必
要
が
あ
り
費
用
が
多
額
と
な
る
こ

と
か
ら
、
道
路
の
状
況
や
交
通
量
な
ど
を

勘
案
し
、
必
要
性
・
有
効
性
を
慎
重
に
検

討
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

当
該
路
線
に
つ
い
て
は
、
道
路
状
況
を

確
認
し
な
が
ら
部
分
補
修
で
対
応
し
て
い

き
ま
す
。

幌
呂
市
街
自
治
会

（
要
望
事
項
）

災
害
時
避
難
所
に
お
け
る
備
蓄
品
の
置
き

場
所
等
の
説
明
に
つ
い
て

（
検
討
結
果
）
担
当
：
総
務
課

　

幌
呂
市
街
地
区
の
指
定
避
難
所
で
あ
る

幌
呂
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
と
防
災
備

蓄
倉
庫
に
は
、
寝
具
や
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

を
は
じ
め
、
ス
ト
ー
ブ
や
コ
ン
ロ
、
照
明

器
具
、
小
型
発
電
機
な
ど
の
防
災
用
品
を

置
い
て
い
ま
す
。

　

非
常
用
の
食
料
や
飲
料
水
に
つ
い
て

は
、
使
用
期
限
や
保
管
方
法
を
管
理
す
る

関
係
か
ら
、
総
合
セ
ン
タ
ー
備
蓄
庫
に
一

括
し
て
置
い
て
あ
り
、
テ
ン
ト
や
感
染
症

の
防
止
用
品
な
ど
は
旧
鶴
居
保
育
園
、
救

助
用
品
な
ど
は
鶴
居
消
防
署
の
倉
庫
な
ど

に
置
い
て
い
ま
す
。

　

災
害
発
生
時
に
お
い
て
、
避
難
所
の
早

急
な
開
設
と
ス
ム
ー
ズ
な
運
営
を
行
っ
て

い
く
た
め
に
、
備
蓄
品
の
置
き
場
所
、
種

類
や
使
用
方
法
な
ど
を
前
も
っ
て
知
っ
て

お
く
こ
と
は
大
切
な
こ
と
で
す
。

　

今
後
、
避
難
所
の
開
設
や
運
営
に
協
力

を
い
た
だ
く
地
域
や
団
体
等
に
対
し
て
、

防
災
用
備
蓄
品
の
状
況
や
運
営
方
法
な
ど

を
周
知
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

（
要
望
事
項
）

幌
呂
市
街
地
の
空
き
家
及
び
空
き
地
の
管

理
に
つ
い
て

（
検
討
結
果
）
担
当
：
企
画
財
政
課

　

市
街
地
な
ど
の
管
理
が
さ
れ
て
い
な
い

空
き
家
や
空
き
地
な
ど
は
、
景
観
や
生
活

環
境
に
及
ぼ
す
影
響
、
防
災
や
防
犯
上
の

理
由
な
ど
で
全
国
的
な
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

村
で
は
、
村
内
の
空
き
家
・
空
き
地
を

希
望
者
に
情
報
提
供
し
、
空
き
家
の
改
修

に
か
か
る
費
用
を
補
助
す
る
な
ど
、
空
き

家
等
の
有
効
活
用
と
定
住
促
進
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
に
行
っ
た
村
内
の
空
き
家

の
調
査
で
は
、
住
宅
建
物
が
１
３
３
件
、

そ
れ
以
外
の
建
物
と
合
せ
て
全
部
で
２
１

３
件
の
空
き
家
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
幌
呂

地
域
で
は
28
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
地
域
の
景
観
保
持
等
を
目
的
と

し
た
景
観
計
画
の
策
定
を
進
め
て
お
り
、

こ
の
計
画
の
中
で
美
し
い
村
づ
く
り
に
つ

な
が
る
空
き
家
の
対
策
を
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

幌
呂
老
人
ク
ラ
ブ

（
要
望
事
項
）

幌
呂
老
人
寿
の
家
の
外
壁
・
駐
車
場
縁
石

の
補
修
に
つ
い
て

（
検
討
結
果
）
担
当
：
保
健
福
祉
課

　

幌
呂
老
人
寿
の
家
の
施
設
は
、
平
成
15

年
に
建
築
さ
れ
て
以
来
19
年
が
経
ち
、
北

側
玄
関
ひ
さ
し
上
の
外
壁
が
痛
み
、
駐
車

場
の
縁
石
の
一
部
が
持
ち
上
が
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
令
和
５
年
度
に
そ
れ
ぞ
れ
補

修
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

幌
呂
連
合
会

（
要
望
事
項
）

酪
農
情
勢
の
悪
化
を
踏
ま
え
た
振
興
と
支

援
対
策
に
つ
い
て

（
検
討
結
果
）
担
当
：
産
業
振
興
課

　

本
村
の
酪
農
状
況
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
や
世
界
情
勢
の
影
響
な
ど

で
、
生
乳
生
産
量
の
調
整
や
初
妊
牛
等
の

個
体
価
格
の
下
落
に
加
え
、飼
料
や
肥
料
、

燃
料
と
い
っ
た
生
産
資
器
材
の
高
騰
な
ど

で
、
極
め
て
厳
し
い
経
営
環
境
下
に
お
か

れ
て
い
ま
す
。

　

村
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
コ
ロ
ナ
禍
に
お

け
る
緊
急
経
済
対
策
と
し
て
、
農
業
を
含

め
た
村
内
の
事
業
者
に
一
律
５
万
円
の
支

援
を
は
じ
め
、
電
牧
の
設
置
に
対
す
る
補

助
制
度
の
創
設
な
ど
、
酪
農
畜
産
の
経
営

安
定
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
や
北
海
道
で
は
飼
料
価
格
高

騰
等
に
対
す
る
各
種
緊
急
対
策
を
進
め
て

お
り
、
村
と
釧
路
丹
頂
農
協
で
も
国
の
対

策
に
上
乗
せ
し
て
独
自
の
支
援
策
を
講
じ

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

引
き
続
き
、
農
業
情
勢
や
経
営
実
情
等

に
注
視
し
な
が
ら
、
農
協
や
関
係
機
関
な

ど
と
連
携
し
て
必
要
な
行
動
や
対
策
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

（
要
望
事
項
）

幌
呂
小
・
中
学
校
の
統
合
と
学
校
施
設
の

利
用
に
つ
い
て

（
検
討
結
果
）
担
当
：
管
理
課

　

村
教
育
委
員
会
で
は
、
今
後
の
幌
呂
小

学
校
と
幌
呂
中
学
校
に
お
け
る
児
童
生
徒

数
の
減
少
や
子
供
達
の
教
育
環
境
な
ど
を

十
分
考
慮
さ
れ
、
学
校
の
統
合
に
向
け
た

要
望
を
地
域
か
ら
受
け
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

改
め
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
含
め
た
話
し
合
い
の

場
を
設
け
、
時
間
を
か
け
て
判
断
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
統
合
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
事

前
に
子
供
達
の
交
流
を
は
じ
め
、「
に
お
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づ
く
り
」
と
い
っ
た
学
校
の
伝
統
を
ど
う

し
て
い
く
か
な
ど
を
十
分
に
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

　

学
校
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
は
、
ま
ず

統
合
の
こ
と
を
し
っ
か
り
と
話
し
合
っ
た

う
え
で
、
改
め
て
地
域
の
意
向
を
確
認
し

な
が
ら
取
り
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。

下
幌
呂
自
治
会

（
要
望
事
項
）

夢
の
杜
団
地
内
の
成
長
し
た
樹
木
の
対
応

に
つ
い
て

（
検
討
結
果
）
担
当
：
企
画
財
政
課

　

夢
の
杜
団
地
は
、
平
成
10
年
４
月
か
ら

分
譲
販
売
を
開
始
し
、
団
地
を
外
周
す
る

遊
歩
道
や
公
園
内
の
大
き
く
成
長
し
た
樹

木
に
つ
い
て
は
、
都
度
、
伐
採
や
枝
払
い

な
ど
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

第
１
期
と
第
２
期
の
分
譲
地
の
間
に
は

村
有
地
の
緑
地
帯
を
設
け
て
い
ま
す
が
、

樹
木
が
成
長
し
て
近
隣
の
住
宅
地
ま
で
枝

が
張
り
出
し
て
い
る
箇
所
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
現
地
の
状
況
や
地
域
の
意
向
を
確
認

し
、
景
観
や
危
険
性
な
ど
を
考
慮
し
な
が

ら
、
令
和
５
年
度
に
対
応
す
る
こ
と
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

（
要
望
事
項
）

熊
の
対
策
に
つ
い
て

（
検
討
結
果
）
担
当
：
産
業
振
興
課

　

今
年
、
下
幌
呂
地
域
で
予
定
し
て
い
た

熊
の
対
策
に
係
る
学
習
会
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
開
催
を
延

期
し
て
い
ま
す
が
、
地
域
の
希
望
に
応
じ

て
鳥
獣
被
害
対
策
の
専
門
職
員
な
ど
に
よ

る
学
習
の
機
会
を
つ
く
る
こ
と
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
熊
の
出
没
は
、
例
年
３
月
～
５

月
頃
が
多
く
な
っ
て
お
り
、
人
里
に
近
づ

け
さ
せ
な
い
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
地
域
と
調
整
の
う
え
、
ゴ
ミ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
の
周
辺
環
境
を
確
認
す
る
現

地
調
査
を
あ
わ
せ
て
実
施
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

（
要
望
事
項
）

人
口
対
策
と
総
合
計
画
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

の
分
析
及
び
施
策
の
推
進
に
つ
い
て

（
検
討
結
果
）
担
当
：
企
画
財
政
課

　

第
５
次
鶴
居
村
総
合
計
画
及
び
策
定
に

係
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
、
鶴
居
村
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
及
び
鶴
居
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
と
い
っ
た
各
種
計
画
な

ど
は
、
鶴
居
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
お
り
、
村
で
は
、
こ
れ
ら
の
計
画
を
む

ら
づ
く
り
の
指
針
と
し
て
人
口
対
策
を
は

じ
め
と
す
る
様
々
な
施
策
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い

る
社
会
情
勢
の
中
、
本
村
の
特
性
や
魅
力

を
生
か
し
な
が
ら
施
策
を
展
開
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
下
幌
呂
地
域
は
釧

路
市
や
空
港
か
ら
近
い
条
件
な
ど
か
ら
、

村
の
発
展
的
要
素
を
多
く
含
ん
で
い
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
総
合
計
画
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
に
よ
る
鶴
居
村
の
愛
着
度
、
暮
ら
し

や
す
さ
、
定
住
意
向
、
施
策
の
満
足
度
と

い
っ
た
結
果
な
ど
を
し
っ
か
り
と
分
析

し
、
見
つ
め
直
し
な
が
ら
、
村
民
と
の
協

働
に
よ
る
む
ら
づ
く
り
を
計
画
的
に
進
め

て
い
き
ま
す
。

（
要
望
事
項
）

住
居
表
示
の
改
正
に
つ
い
て

（
検
討
結
果
）
担
当
：
総
務
課

　

住
所
で
、「
字
幌
呂
原
野
南
～
線
～
番

地
～
号
」
の
表
示
は
、住
民
登
録
や
戸
籍
、

土
地
登
記
な
ど
の
公
的
な
手
続
で
使
用
す

る
住
所
と
な
っ
て
お
り
、「
下
幌
呂
」
は

小
字
に
よ
る
地
域
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

新
た
に
短
い
住
所
名
な
ど
に
改
正
す
る

こ
と
は
、
土
地
所
有
権
や
住
所
表
示
の
変

更
、
地
図
の
書
き
換
え
と
い
っ
た
様
々
な

手
続
き
や
費
用
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
内
で
も
住
宅
地
や
畑
、
山

林
な
ど
と
現
況
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
地

域
全
体
を
対
象
と
し
た
住
所
名
を
変
更
す

る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

（
要
望
事
項
）

釧
路
湿
原
展
望
台
駐
車
場
付
近
の
タ
イ
ヤ

痕
の
防
止
に
つ
い
て

（
検
討
結
果
）
担
当
：
総
務
課

　

釧
路
湿
原
展
望
台
の
駐
車
場
付
近
に
お

け
る
暴
走
行
為
や
タ
イ
ヤ
痕
に
つ
い
て

は
、
釧
路
警
察
署
及
び
道
路
管
理
者
の
北

海
道
に
相
談
し
て
い
ま
す
。

　

警
察
で
は
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
す
る
と

と
も
に
、
発
見
し
た
場
合
に
通
報
（
１
１

０
番
又
は
代
表
電
話
℡
２
３

－

０
１
１
０

番
）
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
出
動
す
る
対
応

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
道
路
管
理
者
の
北
海
道
で
は
、

暴
走
行
為
を
防
ぐ
た
め
に
駐
車
場
に
凹
凸

を
付
け
る
こ
と
な
ど
を
検
討
し
て
お
り
、

早
期
の
対
応
を
要
請
し
て
い
き
ま
す
。

（
要
望
事
項
）

千
島
海
溝
地
震
等
の
大
災
害
に
備
え
た
災

害
対
策
の
推
進
に
つ
い
て

（
検
討
結
果
）
担
当
：
総
務
課

　

村
で
は
、
地
域
防
災
計
画
に
沿
っ
て
食

料
や
生
活
用
品
と
い
っ
た
備
蓄
品
の
整
備

を
は
じ
め
、
Ｉ
Ｐ
告
知
や
携
帯
電
話
に
よ

る
情
報
伝
達
手
段
の
確
保
、
避
難
施
設
等

に
お
け
る
非
常
用
電
源
の
整
備
、
給
水
体

制
の
充
実
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

千
島
海
溝
地
震
等
の
大
災
害
が
発
生
し

た
場
合
に
は
、
村
外
か
ら
多
く
の
避
難
者

が
入
っ
て
く
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
各
避
難
所
を
は
じ
め
と
す
る
防
災

体
制
の
強
化
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、
村
と
地
域
の
役
割
や
必
要
と
さ

れ
る
対
応
な
ど
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。
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令和４年分 所得税
令和５年度 住民税 確 定 申 告 相 談 日 程

月　日 曜日 受付時間 会　　　場 対象地域

２月16日 木
9：30 ～ 16：00 役場２階第１・２会議室 鶴居市街

２月17日 金

２月20日 月
9：30 ～ 15：00 幌呂農村環境改善センター 中幌呂・中幌呂下・支幌呂・茂幌呂

２月21日 火

２月22日 水 9：30 ～ 13：00 幌呂農村環境改善センター 幌呂市街

２月24日 金 9：30 ～ 15：00 支雪裡コミュニティセンター 支雪裡

2月27日 月 9：30 ～ 15：00 茂雪裡コミュニティセンター 茂雪裡

２月28日 火
9：30 ～ 15：00 下幌呂コミュニティセンター 下幌呂

３月１日 水

３月２日 木 9：30 ～ 14：00 上幌呂コミュニティセンター 上幌呂・新幌呂

３月３日 金 ― ― ―

３月６日 月 9：30 ～ 16：00 役場２階第１・２会議室 中雪裡

３月７日 火 9：30 ～ 16：00 役場２階第１・２会議室 下雪裡

３月８日 水 9：30 ～ 16：00 役場２階第１・２会議室 中久著呂・下久著呂

３月９日 木

9：30 ～ 16：00 役場２階第１・２会議室 地域指定なし
３月10日 金

３月13日 月

３月14日 火

※　対象地域の住民を優先し受付けますので、極力、指定日にご来場されますようお願いします。
　　感染リスク軽減や混雑緩和のため受付できない場合がございます。
※　発熱等の症状がある方や体調がすぐれない方は、無理をせずに、後日あらためてご来場ください。
※　還付申告は２月６日（月）～３月14日（火）まで受付けています。（上記日程以外は役場税務係窓口に

おいて受付ます。）
※　役場２階会議室で受付している申告については、体が不自由な方等　２階に来られるのが困難な場合、
１階で受付いたしますので、住民生活課窓口までお申し出をお願いします。

確定申告相談会場にお越しになる方へのお願い

　新型コロナウイルス感染症 感染リスク軽減及び感染予防対策にご理解とご協力をお願いします。

〇 来庁時（前）の検温
・申告相談各会場にお越しになる場合には、ご自宅にて検温をお願いします。
　 （役場入口にセンサー式体温計にて検温を実施しています。）
　３７．５度以上の発熱がある場合、咳などの風邪の症状がある場合、検温にご協力いただけない場合

など感染防止の観点から適切ではないと判断したときには入場をお断りさせていただきます。
・発熱等の症状がある方や体調のすぐれない方は、無理をせずに、後日あらためてご来場ください。

〇 マスクの着用、手指消毒
・会場内ではマスクを常時着用していただき、会場入口等での手指消毒をお願いします。

〇 少人数での来場
・会場には、申告される方おひとりでお越しください。
・介助を要する等の理由で複数名でお越しになる場合においても、必要最小限の人数でお越しください。
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　今年も確定申告の時期となりました。役場では、令和４年分の所得税・住民税（令和５年度分）
の確定申告相談を、次のとおり実施します。

◇申告相談受付期間
●申告期間は２月16日（木）から３月14日（火）です。
●還付申告は３月14日（火）まで受け付けています。
◇確定申告が必要な人

●営業・農業・不動産・配当・譲渡・雑・一時などの所得がある人
●サラリーマンで次に該当する人

　　１　給与所得が2,000万円を超える人
　　２　給与・退職以外の所得が20万円を超える人
　　３　２ヶ所以上から給与の支払を受けている人
　　４　年末調整をされていない人

●公的年金等に係る雑所得の金額から所得控除を差し引くと残額がある人（400万円以下かつ公的年金雑所得以
外の所得が20万円以下の人を除く。）

◇還付申告ができる人
●年の途中で退職して年末調整されていない人
●年末調整された給与所得者で、医療費、寄附金、住宅借入金控除等を受けることができる人
●年金受給者のうち、所得税の源泉徴収をされている人で、社会保険料、医療費などの諸控除を受けることがで

きる人
◇申告に必要なもの

●税務署から送付された｢確定申告のお知らせ｣はがき又は封筒
●収入や経費などを証明できる書類（源泉徴収票、収支内訳書、領収書など）
●本人確認書類（マイナンバーを確認できる書類と身元確認書類の写し）
●生命保険料や地震保険料、国民年金保険料、国民健康保険税、介護保険料、後期高齢者医療保険料などの控除

額が証明される書類
●医療費、雑損、寄附金、住宅借入金等控除を受ける場合は、医療費通知や領収書など各種控除に必要な書類（詳

しくは役場税務係若しくは税務署にお問合せください）※医療費の領収書等は「医療を受けた人」「医療機関」
ごとにまとめ、集計し、｢医療費控除の明細書｣に記載し、ご持参願います。

●所得税が還付される人は、振込先の金融機関とその口座番号が分かるもの
●国外居住親族に係る扶養控除等の適用を受ける場合は、「親族関係書類」と「送金関係書類」
◇住民税の申告

●令和５年１月１日現在、鶴居村に住んでいて、令和４年中に収入などのあった人は申告が必要となります。
●確定、還付申告をする人は住民税の申告は必要ありません。
●国民健康保険に加入している人は、収入の有無にかかわらず、申告が必要となります。
●住民税の申告がないと、未申告の扱いとなり、認定課税の対象となりますので忘れずに申告してください。
●収入がなかった人で、村外の別世帯の人の扶養になっている人は、申告が必要となります。

確定申告のお知らせ

【お問い合わせ先】　役場住民生活課税務係　☎０１５４－６４－２１１３（課直通）　釧路税務署  ☎０１５４－３１－５１００

利用者識別番号の事前取得について～

e-Taxポータル

　ポータルサイトTOP から
⇒「ご利用の流れ」
⇒１利用者識別番号の取得【取得方法②】「e-Taxの開始（変更等）届出書作成・提出コーナー」

◇ 鶴居村HP　　https://www.vill.tsurui.lg.jp/　にも利用者識別番号取得手順書等 を掲載しています。

村の確定申告相談では利用者識別番号が必要となります
利用者識別番号の取得については、

検索方法
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タンチョウクイズ抽選会
ピッタリ賞発表 二十歳の集いの挙行

　

人
生
の
節
目
で
あ
る
20
歳
を
祝
い
、

今
後
の
活
躍
を
祈
念
す
る
た
め
、「
鶴

居
村
二
十
歳
の
集
い
」
が
挙
行
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
年
の
参
加
者
は
男
性
が
９
名
、

女
性
が
６
名
の
計
15
名
で
あ
り
、

各
々
が
色
鮮
や
か
な
晴
れ
着
や
凛
々

し
い
ス
ー
ツ
を
身
に
ま
と
い
新
成
人

と
し
て
の
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
代
表
者
２
名
に
よ
る
二

十
歳
の
誓
い
や
交
通
安
全
宣
言
を
行

い
、
参
加
者
全
員
で
新
た
な
門
出
を

祝
う
た
め
村
の
酪
農
業
の
特
産
品
で

あ
る
牛
乳
で
祝
杯
を
あ
げ
ま
し
た
。

　

式
典
後
は
そ
れ
ぞ
れ
の
今
年
の
目

標
の
発
表
や
久
し
ぶ
り
に
会
っ
た
旧

友
と
懐
か
し
さ
と
喜
び
を
分
か
ち
合

い
ま
し
た
。

　

１
月
13
日
、
鶴
居
村
観
光
協
会
が

主
催
す
る
タ
ン
チ
ョ
ウ
ク
イ
ズ
の
抽

選
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

タ
ン
チ
ョ
ウ
の
保
護
啓
発
と
村
の

観
光
振
興
、
活
性
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
毎
年
実
施
さ
れ
、
今
年
で
36

回
目
を
迎
え
ま
す
。

　

令
和
４
年
12
月
実
施
の
タ
ン
チ
ョ

ウ
越
冬
分
布
調
査
に
お
け
る
釧
路
圏

で
の
確
認
数
を
予
想
す
る
も
の
で
、

結
果
は
６
６
８
羽
で
あ
り
、
応
募
総

数
８
，５
２
４
件
の
う
ち
見
事
正
解

し
た
方
々
に
抽
選
で
、
ピ
ッ
タ
リ
賞

（
現
金
10
万
円
）
や
Ｊ
Ａ
Ｌ
賞
（
Ｊ

Ａ
Ｌ
旅
行
券
５
万
円
分
）、
そ
の
他

協
賛
企
業
に
よ
る
各
賞
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

農業集落排水事業使用料の改定について農業集落排水事業使用料の改定について

　

上
下
水
道
事
業
審
議
会
で
令
和
４

年
１
月
か
ら
複
数
に
わ
た
り
審
議
が

重
ね
ら
れ
て
き
た
農
業
集
落
排
水

（
下
水
道
）
事
業
使
用
料
に
つ
い
て
、

令
和
４
年
第
４
回
鶴
居
村
議
会
定
例

会
で
議
決
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

今
回
の
改
定
で
は
経
済
情
勢
を
勘

案
し
、
激
変
緩
和
対
策
と
し
て
２
年

に
わ
た
り
段
階
的
に
引
き
上
げ
と
し

て
い
ま
す
。

　

新
た
に
単
身
者
世
帯
区
分
を
追
加

し
令
和
５
年
４
月
か
ら
単
身
者
世
帯

で
65
円
、
単
身
者
以
外
と
業
務
用
で

３
４
０
円
の
引
き
上
げ
と
な
り
ま
す
。

令
和
６
年
４
月
か
ら
は
現
行
よ
り
単

身
者
世
帯
で
１
３
１
円
、
単
身
者
以

外
と
業
務
用
で
６
８
１
円
の
引
き
上

げ
と
な
り
ま
す
。

　

業
務
用
超
過
料
金
に
つ
い
て
は
20

㎥
を
超
え
１
㎥
あ
た
り
７
円
の
引
き

上
げ
と
な
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
お
宅
な
ど
か
ら
排
出
さ

れ
た
汚
水
は
、
下
水
道
管
を
通
っ
て

各
処
理
場
で
き
れ
い
な
水
と
な
り
自

然
界
を
循
環
し
ま
す
。
こ
の
快
適
な

生
活
環
境
を
保
ち
、
自
然
環
境
の
維

持
の
た
め
に
は
、
農
業
集
落
排
水
事

業
の
安
定
し
た
経
営
を
行
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

使用料（令和５年３月まで）
基本料金

単身者 2,619円
単身者以外 2,619円

業務用（20㎥まで） 2,619円

超過料金

業務用（20㎥まで） 147円

使用料（令和５年４月から令和６年３月まで）
基本料金

単身者 2,684円
単身者以外 2,959円

業務用（20㎥まで） 2,959円

超過料金

業務用（20㎥まで） 154円

使用料（令和６年４月から）
基本料金

単身者 2,750円
単身者以外 3,300円

業務用（20㎥まで） 3,300円

超過料金

業務用（20㎥まで） 154円
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▶家電リサイクル法（特定家庭用機器再商品化法）とは
　廃棄される家電製品（特定家庭用機器）の適正な処理と、資源の有効な利用を図るため、製品をつくったメー
カーや販売した小売店と一緒に消費者の皆さんが協力して、リサイクル社会をつくることを目的とした法律で、
平成13年４月１日から施行されています。
　また、平成21年４月１日に家電リサイクル法が改正され、液晶テレビ、プラズマテレビ、衣類乾燥機が対象
品目に加わりました。

▶対象となる家電製品
　エアコン、テレビ（ブラウン管式、液晶・プラズマ式）、冷蔵庫・冷凍庫、洗濯機・衣類乾燥機

▶対象品の処理方法
　以下の方法のいずれかの方法を選択して処分を行ってください。

１．製品を買い替えする、購入した家電小売店がわかる場合
→購入する（した）家電小売店に引き取りを依頼してください。
※家電リサイクル料金、収集運搬料金が必要です。料金は処理を依頼する家電小売店に確認してください。

２．買換えではなく、購入した小売業者が廃業した、遠方にあるまたは不明である等で購入した小売店を利
用できない場合

→事前に郵便局で家電リサイクル料金を支払い、村の直接処分場へ搬入してください。

※釧路市の指定引取場所までの収集運搬料金（330円～1,320円 家電の種類や大きさで異なります）が必要ですので、
以下の事業者に確認のうえ依頼してください。

※直接処分場へ搬入できない方は、以下の事業所に回収を依頼（有料）してください。

【処分料金の例】
パナソニック、シャープ、ソニー製の32Ｖ型の液晶・プラズマ式テレビを処分する場合
→家電リサイクル料金2,970円（郵便局で支払い）+釧路市の指定引取場所までの収集運搬料金1,100円（村処分

場で支払い）=4,070円（消費税込み）
※自宅回収を依頼する場合は、更に自宅までの収集運搬料金が加算されます。

【確認・依頼先】
・鶴居村一般廃棄物最終処分場（鶴居村字雪裡原野566－1 電話0154－64－2090 毎週火曜日・土曜日（午前８

時から午後４時まで、12月29日から１月３日までは原則休場）
・有限会社鶴居美装（鶴居村一般廃棄物収集運搬許可業者　鶴居村上幌呂 電話090－4878－3634）

３．２の場合で、指定引取場所に直接持ち込む場合
→事前に郵便局で家電リサイクル料金を支払い、以下の指定引取場所に直接持ち込んでください。

【指定引取場所】
・鈴木商会道東支店（釧路市星が浦南3－2－9 電話番号0154－55－1281）
・札幌通運株式会社釧路支店（釧路市星が浦南2－1－18 電話番号0154－51－5516）

※家電リサイクル料金は、メーカー、家電の種類・大きさで異なります。また、パソコンモニターや業務用冷
蔵庫など家電リサイクル法対象外の製品もあります。
　詳細は、一般財団法人　家電製品協会のホームページ（URL: https://www.aeha-kadenrecycle.com/
select/）、をご覧になるか、最寄りの郵便局、鶴居村役場住民生活課（電話0154-64-2113）にお問合せ
ください。

家電リサイクル！家電リサイクル！粗大ごみじゃないの？えっ！



消防署からのお知らせ消防署からのお知らせ消防署からのお知らせ消防署からのお知らせ 第３回 鶴居村防火標語「慣れたころ　油断してると　火の危険」
令和４年度 全国統一防火標語「お出かけは マスク戸締り 火の用心」

令和５年２月号　14

災害の備えチェックリスト

□水 □軍手
□食品 □洗面用具

（ご飯、レトルト食品、ビスケット、チョコ、乾パンなど：最低３日分） □歯ブラシ・歯磨き粉
□衣類・下着 □タオル
□防災用ヘルメット・防災ずきん □ペン・ノート
□レインウェア
□紐無しのズック靴 ◇感染症対策にも有効◇
□懐中電灯 □マスク
□携帯ラジオ □消毒用アルコール
□予備電池 □石鹸・ハンドソープ
□携帯充電器 □ウェットティッシュ
□マッチ・ろうそく □体温計
□救急用品

（絆創膏、包帯、常備薬など） ◇一緒に持ち出そう◇
□カイロ □貴重品
□ブランケット （通帳、現金、運転免許証、病院の診察券など）

子どもがいる家庭の備え
□ミルク　□使い捨て哺乳瓶　□離乳食　□携帯カトラリー　□子供の衣類　□オムツ

□お尻ふき　□携帯用お尻洗浄機　□ネックライト　□抱っこ紐　□子供の靴

女性の備え
□生理用品　□サニタリーショーツ　□おりものシート　□中身の見えないゴミ袋

高齢者がいる家庭の備え
□紙パンツ　□杖　□補聴器　□入れ歯　□入れ歯用洗浄剤　□吸水パッド

□デリケートゾーンの洗浄剤　□持病の薬　□お薬手帳

備蓄品（家に備えておくもの）
□食料や水（最低３日分！出来れば１週間分）×家族分
　保存期間の長いものを多めに購入しておき、消費したら補充する習慣にしておきましょう。
□生活用品
　例えば、ティッシュ・トイレットペーパー・ラップ・ゴミ袋・ポリタンク・携帯用トイレなど

他にも、家庭で必要なものは日頃から備えておきましょう。

非常用持ち出し品（避難の際に持ち出すもの）



　１月５日（木）、令和５年鶴居消防出初式が鶴居村総合センターにて執り行われました。
　出初式では消防団員と来賓合わせて約80名が出席し、成田信副団長指揮のもと部隊行動や消防車両の整
備状況を確認する特別点検が実施されました。続いて新型コロナウイルス感染拡大防止対策を行いながら
表彰伝達式が行われました。大石副組合長・松井廣道団長から表彰者に日本消防協会定例表彰や北海道定
例勤続表彰などの表彰状が手渡されました。

　令和４年２月に札幌圏を中心に降った記録的大雪による大規模な輸送障害や低気圧により12月22日から
降りはじめた湿った雪と強風により道内の一部地域では送電線の鉄塔が倒壊し停電となり、避難を余儀な
くされた雪害が発生しました。村内でも着雪による倒木等により一部の地域で電話線などが切れ、電話等
が不通になるといった被害がありました。
　このような災害をきっかけに避難の際の持ち出し
品や備蓄品の備えを始めようと考える方が増えたの
ではないでしょうか。
　まだ準備が出来ていない村民のみなさんは、災害
発生時に被害を軽減し、素早い避難行動のため「自
助」＝「自分で自分の身を守る」を考え行動に移し
ましょう。さらには家族の命を家族で守るために「家
を守ること（家具等を固定するなど）」「備蓄をする
こと」「情報収集と伝達手段を確保すること」これ
らも自助です。避難情報が発令されてからでは持ち
出し品を詰めている時間は殆どありません。
　貴重品とあわせて持ち出し品を準備しておくことが重要です。まずは自分にとって「ないと困る物」を
リストアップして、普段から少し多めに購入しておきましょう。避難の際に持ち出すべきものは、食料に
限らず多岐にわたります。また、子供や高齢者がいる家庭ではオムツやミルク、持病の薬など必要なもの
が増えます。さらに、新型コロナウイルスなどの感染症対策としてマスクや手指消毒液など感染症対策の
携行品を準備しておくことも重要です。
　最近では「感染症を避けるため」「ペットと一緒にいるため」など様々な理由により、建物が倒壊の危
険がなければ自宅での避難生活を選択する方も増えています。持ち出し品に加えて、家庭での備蓄品も準
備をしましょう。飲料水や非常食は最低３日分が目安ですが、大規模災害発生時には１週間分の備蓄が望
ましいとされています。トイレを流したりするための生活用水の確保も必要です。日ごろから水道水を入
れたポリタンクを用意する、災害の危険が予測される場合にはお風呂の水を張っておくなどの備えをしま
しょう。次ページのチェックリストを活用しながら、日ごろから準備をしておきましょう。

鶴居消防出初式

災害への備え　～持ち出し品と備蓄品を準備しておく～

消防署からのお知らせ消防署からのお知らせ消防署からのお知らせ消防署からのお知らせ 第３回 鶴居村防火標語「慣れたころ　油断してると　火の危険」
令和４年度 全国統一防火標語「お出かけは マスク戸締り 火の用心」

成田副団長指揮による特別点検　 　表彰式の様子　
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保健福祉課健康推進係　　　（☎0154-64-2116）
鶴居村地域包括支援センター（☎0154-64-2999）おお元元気気ですかですか保保健健師師でですす

個別健診（特定健診）・がん検診の受け忘れはないですか？！～

●　令和4年度の個別健診（特定健診）・がん検診締め切りせまる！
令和5年2月10日までが保健師への申込期限です（受診期限は2月28日まで）。
今年度受けてない方は期日までに申込ください！　

申込先：役場保健福祉課保健師：0154-64-2116

●　子宮頸がん検診・乳がん検診～2年に1度受けましょう！～　

子宮頸がん検診 乳がん検診

対　　象

鶴居村民で、
満２０歳以上の偶数年齢の女性（２年に１回）
※※ 偶数年齢以外の方も、前年度未受診であれば
受診ができます。

鶴居村民で
満４０歳以上の偶数年齢の女性（２年に１回）
※※ 偶数年齢以外の方も、前年度未受診であれば
受診ができます。

検査内容 問診、視診、頸部細胞診、内診 問診、マンモグラフィ

実施
医療機関

★釧路がん検診センター （０１５４－３７－３３７０）
★市立釧路総合病院 （０１５４－４１－６１２１）
★釧路赤十字病院 （０１５４－２２－７１７１）
★釧路労災病院 （０１５４－２２－７１９１）
★釧路孝仁会記念病院 （０１２０－１３３－５２７）
★足立産科婦人科医院 （０１５４－２５－７７８８）
★くしろレディースクリニック
 （０１５４－３２－１０２０）

★釧路がん検診センター （０１５４－３７－３３７０）
★市立釧路総合病院 （０１５４－４１－６１２１）
★釧路赤十字病院 （０１５４－２２－７１７１）
★釧路労災病院 （０１５４－２２－７１９１）
★釧路孝仁会記念病院 （０１２０－１３３－５２７）
★釧路協立病院 （０１５４－２４－６８１１）

受診方法
①役場保健師に子宮頸がん、乳がん検診受診券を申し込む。
②各医療機関に電話で予約（問い合わせ）する。

料金 無　　料
　奇数、偶数年関係なく、2年に１度の受診間隔で受診券を申し込むことができます。

●　総合健診を受け忘れていませんか？　　～5年に１度の権利！～
　鶴居村では４０歳、４５歳、５０歳、５５歳、６０歳、６５歳の方にお誕生月がきましたら、内科健診・が
ん検診などの総合セット健診の受診券を個々に送付しています。受診期限はお誕生日から1年間です。
　手元に受診券が届いていましたら、期限をご確認ください。無料で受けることができる期限を逃
さないよう、健診をご自身の健康管理に上手にご活用ください。
　（歯科健診も40歳～70歳までの5歳刻みの節目年齢で受けることができます。）

●　令和５年度の集団健診・がん検診は春に行います！
　実施予定日4月11日（月）～4月15日（土）です。申込は2月中旬から受け付ける予定です。詳しく
は回覧やIP告知放送にてご確認ください。

問合せ先 ： 鶴居村役場　保健福祉課保健師（電話：0154－64－2116）

令和５年２月号　16
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みんなの掲示板
人口の動き（前月比）

※令和４年12月末時点
　総人口　　2,485人（＋2）
　　男性　　1,235人（＋3）
　　女性　　1,250人（－1）
　うち外国人人口

39人（±0）

　世帯数　1,206世帯（＋2）

死亡事故ゼロの日
　2,601日（12月末時点）

お誕生おめでとうございます
（令和４年12月届出分）
寺岡　優太 くん　男の子
　　　　　　　　　下幌呂
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新刊案内 鶴居村図書館だより
●開館時間……10：00～ 18：15
●休 館 日……2月は蔵書点検のため2/22（水）～2月は蔵書点検のため2/22（水）～

2/28（火）まで休館いたします。2/28（火）まで休館いたします。

●貸し出し……	【本・雑誌・紙芝居】
　　　　　　　　　２週間（１人10冊まで）

【CD・VTR・DVD】
　　　　　　　　　２週間
	 （CD３点、VTR２点、DVD１点まで）

館内利用について
新型コロナウイルス感染予防のため、図書
館・ふるさと情報館をご利用の方は手洗い
や消毒、マスク着用等のご協力をお願いい
たします。また、発熱がある等、体調不良
の方はご利用をお控えいただきますようお
願いいたします。

彼女たちのいる風景 秋雨物語

コレラを防いだ男　関寛斎 わたしはどこでしょう？　絵さがし日本のおもちゃ

堤人美　著
わかめと牛肉の韓国風スー
プ、鶏だんごととうがんの
しょうがスープ…。ごはん
に合う、おかずになるスー
プの本。焼いて炒めてオイ
ルでコクを出すスープと、
変化させて 3 日楽しむスー
プのレシピを紹介します。

貴志祐介　著
秋雨の降る日には触れては
いけない世界の歪みが姿を
現す…。奇妙な宿命を背負っ
た男が語る「餓鬼の田」を
はじめ、作家が体験した超
常現象の記録「フーグ」など、
全 4 編を収録。現代ホラー
の第一人者が贈る暗黒奇譚
集。

柳原三佳　著
幕末の江戸で流行したコレ
ラ。ソーシャル・ディスタ
ンス、手指の消毒…。その
医師は、現代と同じ方法で
感染症から町を守り抜いた! 
知られざる幕末の偉人、関
寛斎の一生を描く。医療器
具等のカラー口絵や年表も
収録。

藤川智子　著
だるま、いぬ、こけし、た
い、ふくすけ、まねきねこ
…。全国からおもちゃたち
が大集合 ! 地方色ゆたかな
おもちゃを絵さがししなが
ら、手仕事のあたたかさに
ふれる絵本。

水野梓　著
出産によってマミートラッ
クに追いやられた凛。シン
グルマザーとして、発達障
害の子供を抱え貧困から抜
け出せない響子。週刊誌の
サブデスクに昇進しながら
も不妊治療がうまくいかな
い美華。彼女たちの本当の
悩みとは…?

池上舞ほか　デザイン
E＆Gクリエイツ　編

同じパターンが棒針編みと
かぎ針編みどちらでも編め
るアラン模様のパターン集。
マフラー( 棒針 )、クッショ
ンカバー( かぎ針 )、バッグ
(かぎ針)、編み地を組み合
わせたブランケット(棒針)
の作り方も紹介する。

おかずはスープだけ　ごはんに合う！ぜんぶ、合う！ 『かぎ針』と「棒針』どちらでも編めるアラン模様のパターンブック

紹介されている本は2/1（水）から利用できます。

令和５年２月号　18
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令和４年度タンチョウ越冬分布調査集計表（第１回／村内）
〔地区別〕

調　査　地　区 調査場所数 調査人数 確　　　認　　　数
R4 前年比 R4 前年比 成鳥 幼鳥 不明 計 前年比

1 中 久 著 呂 2 ±0 2 ±0 4 0 0 4 －2
2 下 久 著 呂 7 ±0 11 ±0 45 5 0 50 －6
3 茂 雪 裡 2 ±0 2 ±0 3 1 0 4 －3
4 支 雪 裡 1 －1 1 －1 4 1 0 5 －3
5 中 雪 裡 11 －1 31 ＋5 2 1 0 3 －100
6 下 雪 裡 18 －2 57 －9 147 14 11 172 ＋119
7 新 幌 呂・上 幌 呂 3 －1 3 ＋1 2 0 0 2 －3
8 支 幌 呂 2 ＋1 2 －1 8 2 0 10 －12
9 茂 幌 呂 2 ±0 3 ＋1 0 0 0 0 －6
10 中幌呂・中幌呂下 7 －１ 21 －1 11 1 0 12 －28
11 下 幌 呂・温 根 内 9 ±0 18 －1 16 2 0 18 ＋4

合　　　計 64 －5 151 －6 242 27 11 280 －40

鶴居 タンチョウ 検索

音　成　邦　仁
鶴居村教育委員会タンチョウ自然専門員

☎64-2050／FAX64-2900

タンチョウの数かぞえ調査では村内で280羽を確認
　毎年恒例のタンチョウの数かぞえ調査（正式名はタンチョウ越冬分布調査／北海道主催）の第１回目
が、12月２日に実施されました。この調査は同じ日の同じ時間帯に全道各地でタンチョウを確認・記録
するもので、昭和27年（1952年）から続けられています。

　この調査は、かつては「タンチョウ生息状況一斉調査」という名称で、生息個体数の把握が主目的だっ
たため、今なお確認羽数の結果に目が行きがちです。しかし、個体数の増加に伴い、正確な羽数を把握
することが難しくなりました。そのため、平成24年度から「タンチョウ越冬分布調査」と名称を変更し、
大まかな越冬分布や規模の把握に主眼を置くことになりました。

　村内では、小中学生や村民のみなさん総勢151名にご参加いただき、64ヶ所で調査を実施しました。
全道では406名が参加し、計419ヶ所で調査が実施されました。鶴居村では、全校の児童生徒、地域住民
が多数参加し、全域にわたり調査を実施しているため、他市町村と比較して参加人数、調査箇所数とも
ずば抜けています。地域のみなさんの協力のおかげで、「鶴の居る村」の名に恥じない誇るべき結果になっ
たと思います。

　さて、調査の結果は、茂幌呂地区を除く各地区で計280羽が確認されました。昨年度を40羽下回る結
果となりましたが、この時期はまだ本格的な越冬地への移動が進んでおらず、村内の越冬個体数が減っ
たと考えるのは早計です。中雪裡地区と下雪裡地区では、前年比に大幅な増減がありましたが、両地区
はひとつのエリアと考えてよいでしょう。全道では野生個体が933羽確認され、昨年度を32羽上回りま
した。７，８年前から道東地方以外でも少数ながら確認されるようになり、今回も日高、胆振、空知、
宗谷地方で確認されています。
　多くの村民にかかわっていただくことで、正確なデータを得られやすくなるのはもちろん、関心を持っ
て参加してくださる村民が増えることは、タンチョウとの共生に向けた取組の充実にもつながります。
今後も多くの村民にご参加いただけたらうれしいです。１月24日に第２回目の調査が予定されています。

シリーズ

タンチョウ
Vol. 336



N
o.7

3
8

 鶴
居

村
N

o.7
3

8
 鶴

居
村

広
報
つ
る
い
２
月
号

広
報
つ
る
い
２
月
号

■
発

行
・

編
集

／
鶴
居
村
役
場
企
画
財
政
課
企
画
調
整
係

〒
085－1203	阿

寒
郡
鶴
居
村
鶴
居
西
1丁
目
1番
地
　

☎
0154-64-2112/Fax64-2577　

https://w
w

w
.vill.tsurui.lg.jp/［

eメ
ー
ル
］tancho@

vill.tsurui.lg.jp

今月号の表紙

寄　付
ふるさと納税（12 月分）　

４，３０９件　５２，８３８,０００円

２月のイベント

日時：２月２日（木曜日）13：00～
特設人権相談
場所：役場第一・二会議室
――――――――――――――――
日時：２月12日（日曜日）10：00～
第34回タンチョウフェスティバル
場所：総合センター・役場前広場
――――――――――――――――
日時：２月16日（木曜日）9：30～
確定申告相談【対象地区：鶴居市街】
場所：役場第一・二会議室
――――――――――――――――
日時：２月17日（金曜日）9：30～
確定申告相談【対象地区：鶴居市街】
場所：役場第一・二会議室
――――――――――――――――
日時：２月20日（月曜日）9：30～
確定申告相談【対象地区：中幌呂・
中幌呂下・支幌呂・茂幌呂】
場所：幌呂農村環境改善センター
――――――――――――――――
日時：２月21日（火曜日）9：30～
確定申告相談【対象地区：中幌呂・
中幌呂下・支幌呂・茂幌呂】
場所：幌呂農村環境改善センター
――――――――――――――――
日時：２月22日（水曜日）9：30～
確定申告相談【対象地区：幌呂市街】
場所：幌呂農村環境改善センター
――――――――――――――――
日時：２月24日（金曜日）9：30～
確定申告相談【対象地区：支雪裡】
場所：支雪裡コミュニティセンター
――――――――――――――――
日時：２月27日（月曜日）9：30～
確定申告相談【対象地区：茂雪裡】
場所：茂雪裡コミュニティセンター
――――――――――――――――
日時：２月28日（火曜日）9：30～
確定申告相談【対象地区：下幌呂】
場所：下幌呂コミュニティセンター

民法の一部を改正する法律が施行され，成年年齢が
20歳から18歳に引き下げられたことに伴い、式典名
称を「二十歳の集い」に変更して挙行されている本
行事ですが、参加者の面持ちはこれまでの「成人式」
と同様、大人の仲間入りを自覚した凛々しく、頼も
しい一面を見せてくれました。二十歳を迎えた皆さ
ま、おめでとうございます。

フェイスブックツイッターインスタグラム ユーチューブ

地域おこし協力隊の活動はこちらから

編集後記
　2月は節分にバレンタインデー、北海道内で言えばさっぽろ雪まつりとイベントが満載ですが、
一方で立春があるなど暦上は春の訪れを告げています。窓の外に目を向けるとまだまだそんな気
はしませんよね。ですがそのおかげで村の４大祭りの一つであるタンチョウフェスティバルの実施
も予定されており、冬の寒さと雪を活用したイベントが楽しめそうです。（F）


